
Inform
ation

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
住

宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
費
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
補
助
対
象
に
電
気
自

動
車（
E
V
）と
電
気
自
動
車
充
放
電
設

備（
V
2
H
）を
追
加
し
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
交
付
要
件
や
、
そ
の
ほ
か

の
補
助
対
象
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt 

ps://w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

kurashi/page111200.htm
l

）で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
設
備
と
対
象
者
・
補
助
額

電
気
自
動
車（
E
V
）

対
象
者
＝
自
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

が
あ
る

補
助
額
＝
上
限
10
万
円（
電
気
自
動
車

充
放
電
設
備（
V
2
H
）も
あ
る
場
合

は
上
限
15
万
円
）

電
気
自
動
車
充
放
電
設
備（
V
2
H
）

対
象
者
＝
自
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
と
電
気
自
動
車（
E
V
）が
あ
る

補
助
額
＝
購
入
費
の
10
分
の
1（
上
限

25
万
円
）

※
対
象
設
備
は
次
世
代
自
動
車
振
興
セ

ン
タ
ー
が
補
助
対
象
と
し
た
も
の
に

限
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
環
境
計
画

課（
☎
20
‐
1
5
3
3
）へ
。

資
産
税
課
へ
届
け
出
を

家
屋
の
取
り
壊
し
な
ど

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
1
月
1
日
現
在

の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者

に
、
都
市
計
画
税
は
市
街
化
区
域
内
の

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
変
更
や
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
は
、

資
産
税
課（
市
役
所
2
階
）へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
翌

年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家

屋
の
所
有
者
変
更
な
ど
は
、
法
務
局
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
資
産
税
課（
☎
20
‐
1 

5
1
4
）へ
。

整
備
工
事
に
補
助
金

共
同
墓
地

　
市
で
は
、
既
存
の
共
同
墓
地
の
整
備

工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
必
ず
着
工
前
に
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐ 

1
5
3
1
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
墓
地
＝
区
・
自
治
会
・
管
理
組

合
・
5
世
帯
以
上
で
管
理
す
る
墓
地

対
象
工
事
＝
墓
地
内
通
路
・
排
水
設

備
・
塀
・
擁よ
う

壁へ
き

の
工
事
な
ど（
20
万

円
未
満
の
工
事
は
除
く
）

補
助
額
＝
工
事
費
の
2
分
の
1
以
内

（
上
限
1
5
0
万
円
。
騒
音
地
域
は

限
度
額
が
異
な
り
ま
す
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課
へ
。

活
用
し
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
会
の
バ
ス
利
用

　
市
内
の
子
ど
も
会
は
、
社
会
教
育
施

設
の
見
学
や
体
験
活
動
な
ど
を
行
う
際

に
、
市
の
委
託
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
利
用
目
的
が
教
育
活
動
に
そ
ぐ
わ
な

い
場
合
や
予
定
台
数
に
達
し
た
場
合
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
方
法
＝
利
用
日
の
前
々
月
の

25
日（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
そ
の
前
の
平
日
）ま
で
に
生
涯
学

習
課（
市
役
所
5
階
）に
あ
る
申
請
書

類
に
必
要
事
項
を
書
い
て
同
課
へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
8 

3
）へ
。

市
街
地
を
除
く
全
域
で

実
施

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　
市
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す

鳥
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
努
め
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

鳥
類

実
施
日

◦
成
田
地
区
…
5
月
15
日
㈰
・
22
日

㈰
・
29
日
㈰
、
6
月
5
日
㈰

◦
下
総
・
大
栄
地
区
…
5
月
下
旬
〜
7

月
上
旬
の
日
曜
日
の
う
ち
4
日
間

実
施
時
間
＝
午
前
6
時
〜
正
午

実
施
方
法
＝
銃
器
に
よ
る
捕
獲

獣
類

実
施
期
間
＝
3
月
31
日
ま
で

実
施
方
法
＝
箱
わ
な
・
く
く
り
わ
な
に

よ
る
捕
獲

※
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
農

政
課（
☎
20
‐
1
5
4
1
）へ
。

新
た
に
2
カ
所
を
登
録

な
り
た
景
観
資
産

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
推
薦

を
募
り
、
成
田
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
、

良
好
な
景
観
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
場

所
を
「
な
り
た
景
観
資
産
」
と
し
て
登

録
し
て
い
ま
す
。

　
景
観
資
産
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
に
入
り
の
場
所
を
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和
3
年
度
に
登
録
さ
れ
た
場
所
＝
成

田
豊
住
熊
野
神
社
と
森
林
の
景
観
、

下
総
利
根
宝
船
公
園
か
ら
望
む
田
園

の
景
観

※
く
わ
し
く
は
公
園
緑
地
課（
☎
20
‐

1
5
6
2
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w
w
.city.narita.

chiba.jp/environm
ent/inde 

x0656.htm
l

）へ
。

補
助
対
象
に
電
気
自
動
車
と

充
放
電
設
備
を
追
加

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
費
補
助
金
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○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

ど
と
の
境
界
を
明
確
に
す
る

◦
事
業
期
間
中
は
定
期
的
に
見
回
り
を

行
い
、
許
可
区
域
外
で
埋
め
立
て
が

行
わ
れ
て
い
る
な
ど
工
事
が
計
画
通

り
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
中

止
さ
せ
る

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

今
年
度
か
ら
開
始

第
3
子
以
降
学
校
給
食
費
無
料
化

　
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
市
立
小
中
・

義
務
教
育
学
校
に
通
う
第
3
子
以
降
の

学
校
給
食
費
を
無
料
と
し
ま
す
。
対
象

者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①
就
学
し
て
い
る
22
歳（
平
成
12
年
4

月
2
日
〜
13
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

以
下
の
子
を
3
人
以
上
扶
養
し
て
い

る
②
①
の
子
の
う
ち
、
年
齢
が
高
い
順
に

数
え
て
3
番
目
以
降
の
子
が
市
立
小

中
・
義
務
教
育
学
校
の
学
校
給
食
の

提
供
を
受
け
て
い
る

③
原
則
と
し
て
保
護
者
と
無
料
化
の
対

象
と
な
る
子
が
市
に
住
民
記
録
が
あ

り
、
同
一
世
帯
で
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る

④
生
活
保
護
制
度
・
就
学
援
助
制
度
で

学
校
給
食
費
の
支
援
を
受
け
て
い
な

い
⑤
学
校
給
食
費
の
滞
納
が
な
い

申
請
方
法
＝
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
申

請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
5
月
13

日
㈮
ま
で
に
学
校
へ
。
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）で
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー（
〒
2
8
6
‐
0
0
1
1 

玉
造

1
‐
14
）へ
。
高
校
生
や
大
学
生
が

い
る
場
合
は
、
扶
養
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類（
保
険
証
の
写

し
な
ど
）と
就
学
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
書
類（
学
生
証
の
写
し
や
在

学
証
明
書
な
ど
）を
添
付
し
て
く
だ

さ
い

※
く
わ
し
く
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
27
‐
9
4
4
9
）へ
。

令
和
3
年
度
の

結
果
を
公
表

定
期
監
査

　
令
和
3
年
度
に
実
施
し
た
定
期
監
査

の
結
果
を
地
方
自
治
法
第
1
9
9
条
第

9
項
に
基
づ
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

成
田
市
監
査
委
員　
佐さ
さ々

木き　
宏ひ

ろ　
之ゆ

き

　
　
　
　
同　
　
　
岩い

わ　
下し

た　
豊と

よ　
久ひ

さ

　
　
　
　
同　
　
　
海か

い　
保ほ　
茂し

げ　
喜き

対
象
部
局
＝
企
画
政
策
部
ほ
か
、
全
て

の
部
局（
市
立
小
・
中
学
校
は
別
途

実
施
）

実
施
期
間
＝
令
和
3
年
10
月
13
日
〜
4

年
2
月
3
日

方
法
な
ど
＝
令
和
3
年
8
月
末
現
在

（
土
木
部
、
都
市
部
は
12
月
末
現
在
）

の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
が
、

事
務
事
業
の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
か

つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
市

の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
が
、
合

理
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
主
眼
と
し
て
監
査
を
実
施
し
た
。

監
査
に
当
た
っ
て
は
、
提
出
さ
れ
た

監
査
資
料
や
提
示
さ
れ
た
関
係
書
類

な
ど
を
調
査
し
、
関
係
職
員
か
ら
口

頭
及
び
書
面
に
よ
り
説
明
を
受
け
た

結
果
＝
「
成
田
市
監
査
基
準
に
準
拠
し

監
査
し
た
限
り
に
お
い
て
、
各
部
局

の
財
務
に
関
す
る
事
務
は
、
総
括
意

見
に
記
載
す
る
事
項
を
除
き
、
お
お

む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
継
続
し
、
内
容
の

見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
業
が

あ
っ
た
中
で
も
、
着
実
に
各
種
施
策

を
推
進
し
て
い
る
も
の
と
思
料
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
運
営
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
歳
入
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
優

先
度
を
勘
案
し
た
事
業
の
執
行
や
抜

本
的
な
見
直
し
等
の
対
応
も
含
め
、

引
き
続
き
財
政
の
健
全
性
維
持
に
努

め
ら
れ
た
い
。」

※
く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局（
☎

20
‐
1
5
7
2
）へ
。

土
地
所
有
者
に
も

責
任
が
生
じ
ま
す

無
許
可
埋
め
立
て
の
禁
止

　

市
内
で
土
砂
に
よ
る
5
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
埋
め
立
て
、
盛
土
、

堆
積
を
行
う
場
合
は
「
成
田
市
土
地
の

埋
立
て
等
及
び
土
砂
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
で
定
め
る
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
許
可
区
域
外
や
無
許
可
で
の
埋
め
立

て
な
ど
の
違
法
行
為
に
は
条
例
で
罰
則

が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
事
業
者
や
施
工

者
だ
け
で
な
く
土
地
所
有
者
も
処
罰
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
土
地
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
、

土
地
所
有
者
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
事
業
者
な
ど
が
手
続
き
を
行
う
際
は
、

自
ら
も
市
に
届
け
る
書
類
を
確
認
し
、

控
え
を
保
存
す
る

◦
土
地
を
提
供
す
る
場
合
は
隣
接
地
な

5月2日㈪

※くわしくは納税課（☎20-1519）へ。

固定資産税
（第1期）

今 月 の 納 期 限

募金を呼び掛ける（17日）

3月16日㈬〜31日㈭

市長日誌
市長日誌は市ホームページでも公開しています

17日

総務常任委員会
3月定例市議会閉会
ウクライナへの人道危機救援
金街頭募金

18日
新型コロナウイルス感染症対
策本部会議
農業センター理事会

22日 行政改革推進本部会議 ・幹事
会合同会議

23日

伝統芸能まつり実行委員会
国際医療福祉大学・印旛市郡
医師会・成田市医師団地域連
携連絡会議

24日 空港周辺道路美化活動出発式
25日 防災会議

26日
成田楽市
ブラサカRフェスティバル2022 
in成田

28日

成田市建設業災害対策協力会
との災害時における消防活動
に関する協定締結式
成田空港周辺地域共生財団評
議員会

31日 職員退任式

広報なりた 2022.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です11



暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

付
決
定
前
の
利
子
は
対
象
外
で
す
。

対
象
＝
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
融
資
を
受

け
、
次
の
2
つ
の
条
件
を
満
た
す
人

◦
市
に
1
年
以
上
住
民
記
録
が
あ
る

◦
市
税
を
完
納
し
て
い
る

利
子
補
給
期
間
＝
交
付
決
定
さ
れ
た
月

か
ら
在
学
す
る
最
後
の
月
ま
で（
最

長
7
年
間
。留
年
し
た
年
数
は
除
く
）

申
請
に
必
要
な
物
＝
返
済
予
定
表
、
住

民
票（
世
帯
全
員
の
続
柄
が
記
載
さ

れ
た
物
）、
令
和
3
年
度
分
の
市
税

納
税
証
明
書
、
印
鑑
、
入
学
ま
た
は

在
学
を
証
明
で
き
る
物

※
く
わ
し
く
は
教
育
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
8
0
）へ
。

建
築
士
が
対
応
し
ま
す

住
宅
無
料
耐
震
相
談

　
市
で
は
月
1
回
、
住
宅
の
耐
震
性
に

つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
「
困
り
ご
と
・

悩
み
ご
と
相
談
室
」（
13
ペ
ー
ジ
）で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅（
居
住
部
分
が
総
床
面
積
の
2
分

の
1
以
上
の
も
の
）・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
い
ず
れ
か
を
市
内
に
所
有
し
、
自

ら
居
住
し
て
い
る
人

定
員（
1
日
当
た
り
）＝
6
組（
先
着
順
）

共
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

愛
犬
・
愛
猫
手
帳

　
犬
や
猫
を
飼
う
と
き
は
、
そ
の
命
を

預
か
り
、
共
に
地
域
社
会
の
中
で
暮
ら

す
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
家
族
の
一
員
で
あ
る
犬
や

猫
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
情

報
を
ま
と
め
た
「
愛
犬
・
愛
猫
手
帳
」

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
、
飼
お
う

と
考
え
て
い
る
人
は
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

配
布
場
所
＝
環
境
衛
生
課（
市
役
所
2

階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
、
各
公
民

館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

kurashi/page312300.htm
l

）

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
3 

1
）へ
。

利
子
を
半
額
補
給

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
市
で
は
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
融
資

を
受
け
て
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
す

る
人
や
在
学
し
て
い
る
人
、
そ
の
親
族

に
、
利
子
の
半
額
を
補
給
し
ま
す
。

　
入
学
前
で
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
交

持
ち
物
＝
図
面（
持
っ
て
い
な
い
人
は

簡
単
な
間
取
り
図
）

※
申
し
込
み
は
開
催
日
の
2
日
前
ま
で

に
建
築
住
宅
課（
☎
20
‐
1
5
6
4
）

へ
。

飲
料
用
井
戸
水
に

浄
水
器
設
置
費
補
助
金

　
市
で
は
、
各
世
帯
の
飲
料
用
井
戸
水

か
ら
対
象
物
質
が
基
準
値
を
超
え
て
検

出
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
を
除
去
す
る

た
め
の
浄
水
器
を
設
置
す
る
世
帯
と
浄

水
器
設
置
か
ら
5
年
以
上
経
過
し
、
故

障
な
ど
で
買
い
替
え
る
世
帯
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
浄

水
器
の
購
入
・
設
置
前
に
、
申
請
書
の

提
出
な
ど
の
手
続
き
と
審
査
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

区
の
人
は
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

対
象
物
質
＝
硝
酸
性
窒
素
、
亜
硝
酸
性

窒
素
、
ヒ
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン（
塩
化
ビ
ニ
ル
ま
た

は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
）

補
助
額
＝
浄
水
器
の
購
入
・
設
置
費
用

の
2
分
の
1（
上
限
15
万
円
。
生
活

保
護
受
給
世
帯
な
ど
は
30
万
円
を
限

度
に
全
額
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

正
し
く
分
別
し
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　
市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装（
白
色
の
指
定
袋
）を
資
源
物
と
し
て

回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
物
に
は
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る

◦
中
身
は
使
い
切
る
か
、
取
り
除
く

◦
油
な
ど
の
汚
れ
を
き
れ
い
に
洗
い
流

す
◦
汚
れ
や
臭
い
が
取
れ
な
い
物
は
可
燃

ご
み
と
し
て
出
す

ア
プ
リ
で
収
集
日
な
ど
の
確
認
を

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

用
ア
プ
リ「
さ
ん
あ
〜

る
」
を
使
う
と
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別

方
法
が
簡
単
に
分
か

り
ま
す
の
で
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。
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